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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

防汚処理した通水性のシート様部材で形成し、殻体に密着する袋体からなる貝類の殻体へ

の海洋生物付着防御器具。

【請求項２】

貝類がタイラギである請求項１記載の防御器具。

【請求項３】

防汚処理した通水性のシート様部材を殻体に密着させて覆うことを特徴とする貝類の殻体

へ海洋生物が付着するのを防御する方法。

【請求項４】

貝類がタイラギである請求項３記載の方法。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、タイラギ等の貝類を海中に垂下して養殖する際、貝類に海洋生物が付着する

のを防御する方法及びそれに使用する防御器具に関する。

【背景技術】

【０００２】

　養殖面積の有効利用と成貝の収穫の効率化を目的に、アサリ、アカガイ、トリガイ等を
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、 通 水 性 に す ぐ れ た 飼 育 カ ゴ の 中 に 砂 な ど の 基 質 を 配 し 、 そ れ ぞ れ の 脚 に よ る 潜 砂 行 動 に

由 来 す る 埋 設 型 の 垂 下 養 殖 方 法 は 、 古 く か ら 行 な わ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 、 近 年 環 境 の 悪 化 か ら 収 穫 量 が 激 減 し て い る タ イ ラ ギ に つ い て も 垂 下 養 殖 す る こ と

が 提 案 さ れ て お り 、 例 え ば 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ る 方 法 は 、 専 用 の コ ン テ ナ ー に タ イ ラ ギ

を 入 れ フ ロ ー ト 筏 に 垂 下 さ せ て 養 殖 す る も の で あ る 。

　 し か し 、 垂 下 養 殖 に お け る 最 重 要 課 題 は 、 付 着 物 対 策 で あ り 、 養 殖 設 備 や タ イ ラ ギ 自 体

に 大 量 の 海 洋 生 物 が 付 着 し た 場 合 、 ま ず 、 タ イ ラ ギ と 同 じ 餌 料 を 食 す る 海 洋 生 物 で あ れ ば

タ イ ラ ギ の 成 長 の 弊 害 と な り 、 ま た 、 海 洋 生 物 が タ イ ラ ギ の 蝶 番 付 近 へ 付 着 す る と 、 タ イ

ラ ギ は 殻 の 開 閉 が 困 難 と な り 、 タ イ ラ ギ を 容 易 に 死 に 至 ら し め る と い っ た 問 題 が 生 じ 、 天

然 の タ イ ラ ギ と 同 等 の も の を 垂 下 式 で 養 殖 す る 方 法 は 実 用 化 さ れ て い な い の が 現 状 で あ る

。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 養 殖 貝 自 体 へ の 海 洋 生 物 が 付 着 す る の を 防 御 す る た め 、 特 許 文 献 ３ で は 「 シ リ コ ー ン 系

海 洋 生 物 付 着 物 防 止 剤 」 を 貝 殻 へ 直 接 塗 布 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し 、 海 洋 生 物 付 着 防 止 剤 は キ シ レ ン 等 の 溶 剤 に 溶 解 し て 塗 布 す る た め 、 塗 布 後 、 溶

剤 を 揮 発 さ せ る 乾 燥 工 程 を 必 要 と す る が 、 生 き た 貝 殻 で は 、 大 気 中 で の 乾 燥 時 間 が 限 ら れ

る た め 、 キ シ レ ン 等 、 溶 剤 の 揮 発 不 足 に よ る 残 留 の 可 能 性 が 指 摘 さ れ 、 食 用 貝 へ の 適 用 は

困 難 で あ る 。 さ ら に 、 前 述 の 乾 燥 時 間 の 制 限 か ら 十 分 な 塗 膜 強 度 が 得 ら れ ず 、 長 期 間 の 効

果 が 期 待 で き な い と い う 問 題 も あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 、 従 来 の 真 珠 養 殖 や カ キ 養 殖 等 の 垂 下 養 殖 に お い て は 、 事 後 の 付 着 物 の 除 去 手 段 と

し て 、 高 圧 水 に よ る 直 接 洗 浄 や 、 液 体 の 浸 透 圧 を 利 用 し た 淡 水 処 理 法 、 塩 水 処 理 法 な ど が

用 い ら れ て き た が 、 特 に タ イ ラ ギ は 、 殻 が 薄 く 、 殻 が 閉 ま り き ら な い 形 状 で あ る こ と か ら

、 こ の よ う な 付 着 物 除 去 方 法 は 適 用 で き な い 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 一 方 、 船 底 に フ ジ ツ ボ な ど の 海 洋 生 物 が 付 着 す る の を 防 止 す る 手 段 と し て 、 浮 遊 期 か ら

付 着 期 に あ る フ ジ ツ ボ 幼 生 よ り 小 さ な 目 開 き の 不 織 布 を 使 用 し て 、 船 底 な ど の 付 着 基 盤 を

覆 う こ と で 、 該 幼 生 が 付 着 基 盤 へ 付 着 す る こ と を 阻 害 防 御 す る 方 法 が 知 ら れ て い る （ 特 許

文 献 ４ ， ５ ） 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 し か し 、 こ の よ う な 不 織 布 は 、 タ イ ラ ギ な ど の 二 枚 貝 が 捕 食 す る 餌 も 透 過 で き な い の で

、 不 適 で あ る 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ７ － ９ ９ １ ３ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ５ ４ ５ １ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ０ ３ － ２ ０ ３ ７ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 実 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ ７ ６ ０ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ２ ８ ６ １ ２ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 課 題 は 、 食 用 貝 で あ る タ イ ラ ギ の 殻 体 表 面 に 、 フ ジ ツ ボ 、 イ ガ イ 、 カ サ ネ カ ン

ザ シ や 粘 着 ホ ヤ 、 複 合 ホ ヤ 等 の 海 洋 性 生 物 が 付 着 す る の を 確 実 に 防 御 す る 方 法 及 び そ れ に

使 用 す る 防 御 器 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 者 ら は 、 直 接 防 汚 剤 を 塗 布 で き な い タ イ ラ ギ 稚 貝 な ど の 殻 体 を 、 予 め 防 汚 処 理 し

た 通 水 性 の シ ー ト で 包 む こ と に よ り 、 海 洋 生 物 の 付 着 を 効 果 的 に 防 御 で き る こ と を 見 出 し

、 本 発 明 に 至 っ た 。 す な わ ち 、 事 前 に 防 汚 効 果 を 持 た せ た 通 水 性 素 材 を 貝 の 殻 体 に 密 着 さ
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せ て 使 用 す る こ と で 、 （ １ ） 付 着 時 期 に あ る フ ジ ツ ボ 浮 遊 幼 生 が 付 着 基 盤 に 付 着 す る 際 の

「 好 適 付 着 流 速 の 阻 害 」 、 （ ２ ） 付 着 基 盤 と な る 貝 殻 表 面 の 微 生 物 フ ィ ル ム 形 成 を 阻 害 す

る こ と に よ り 、 フ ジ ツ ボ 、 イ ガ イ 、 カ サ ネ カ ン ザ シ 等 の 蛋 白 質 由 来 の 「 付 着 嗜 好 の 阻 害 」

、 （ ３ ） 加 え て 「 粗 密 な 形 状 」 か ら 平 滑 性 を 好 む 粘 着 ホ ヤ 、 複 合 ホ ヤ 等 を 防 御 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 態 様 は 以 下 の と お り で あ る 。

（ １ ） 防 汚 処 理 し た 通 水 性 の シ ー ト 様 部 材 で 形 成 し た 袋 体 か ら な る 貝 類 の 殻 体 へ の 海 洋 生

物 付 着 防 御 器 具 。

（ ２ ） 貝 類 が タ イ ラ ギ で あ る （ １ ） 記 載 の 防 御 器 具 。

（ ３ ） 防 汚 処 理 し た 通 水 性 の シ ー ト 様 部 材 に よ り 殻 体 を 覆 う こ と を 特 徴 と す る 貝 類 の 殻 体

へ 海 洋 生 物 が 付 着 す る の を 防 御 す る 方 法 。

（ ４ ） 貝 類 が タ イ ラ ギ で あ る （ ３ ） 記 載 の 方 法 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 タ イ ラ ギ の 殻 体 に 直 接 防 汚 剤 を 塗 布 す る こ と な く 、 ま た 、 シ ー ト 様 部

材 に 塗 布 し た 防 汚 剤 を 十 分 時 間 を か け て 乾 燥 で き る の で 塗 膜 の 強 度 が 高 ま り 、 タ イ ラ ギ の

殻 体 に 海 洋 性 生 物 が 付 着 す る の を 長 期 間 に 亘 り 防 御 す る こ と が で き る 。

　 さ ら に 、 本 発 明 で 使 用 さ れ る 通 水 性 の シ ー ト 様 部 材 に 対 し 、 タ イ ラ ギ は 足 糸 を 伸 ば し て

絡 み つ く の で 基 質 な ど を 使 用 し な く て も 安 定 す る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 で 、 防 汚 に 用 い る シ ー ト 様 部 材 と は 、 透 水 性 を 有 す る 多 孔 質 の シ ー ト を 前 述 の シ

リ コ ー ン 系 付 着 防 止 剤 で 防 汚 処 理 し た も の を 、 適 切 な 形 状 に 切 断 ま た は 成 形 し た も の で あ

る 。

　 シ ー ト 様 部 材 は 、 タ イ ラ ギ の 餌 と な る 海 洋 生 物 が 自 由 に 通 過 で き 、 タ イ ラ ギ の 排 泄 物 が

逸 散 す る が 、 海 洋 生 物 が 殻 体 表 面 に 到 達 し て 着 生 し な い 目 開 き を 有 す る こ と が 必 要 で 、 不

織 布 ま た は 数 ｍ ｍ 程 度 の ネ ッ ト が 好 適 に 使 用 で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 防 汚 処 理 し た シ ー ト 様 部 材 で タ イ ラ ギ の 殻 体 を 覆 う と は 、 少 な く と も タ イ ラ ギ の 蝶 番 部

を 含 む 殻 体 の 表 面 に 前 記 シ ー ト 様 部 材 を 密 着 さ せ る こ と を い い 、 具 体 的 に は シ ー ト 様 部 材

で 形 成 し た 袋 体 ま た は ポ ケ ッ ト に タ イ ラ ギ を 収 容 す る こ と が 、 手 間 が か か ら ず 簡 便 で あ る

。

　 こ れ ら の 袋 体 や ポ ケ ッ ト は 、 最 初 か ら 成 貝 の 大 き さ に 合 わ せ た も の を 使 用 す れ ば 、 稚 貝

や 子 貝 の 成 長 に 合 わ せ て よ り 大 き い も の に 移 し 変 え る 手 間 が 省 け る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 シ ー ト 様 部 材 を 構 成 す る 素 材 と し て は 、 海 水 中 で の 耐 久 性 に 優 れ た も の で あ れ ば い ず れ

で も 良 い が 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の ポ リ オ レ フ ィ ン 、 ナ イ ロ ン 等 の ポ リ ア ミ

ド 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 等 の ポ リ エ ス テ ル 、 Ａ Ｂ Ｓ 、 塩 化 ビ ニ ル 、 塩 化 ビ ニ リ デ

ン 等 の 高 分 子 材 料 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 中 で も 、 ポ リ ア ミ ド 、 塩 化 ビ ニ ル 等 を 原 料

と し た モ ノ フ ィ ラ メ ン ト を 編 ん で 編 み 籠 状 と し た も の や 不 織 布 形 状 の も の が 、 取 り 扱 い 易

く 特 に 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 で 使 用 す る 防 汚 剤 と し て は 、 貝 類 の 育 成 に 害 を 与 え る 薬 剤 を 含 ま な い シ リ コ ー ン

系 ま た は フ ッ 素 系 の 塗 料 の 中 か ら 適 宜 選 択 で き る が 、 特 に シ リ コ ー ン 系 の 塗 料 が 、 防 汚 効

果 が 最 も 優 れ て い る 点 で 好 ま し い 。 中 で も 、 特 開 平 ３ － ２ ０ ３ ７ ０ 号 公 報 に 記 載 さ れ る よ

う に 、 ア ク リ ル 塗 料 で 下 塗 り 塗 装 し 、 シ リ コ ー ン 塗 料 で 上 塗 り 塗 装 す る 方 法 が 、 効 果 の 持

続 性 の 点 で 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の 方 法 で タ イ ラ ギ を 養 殖 す る に は 、 前 述 の 防 汚 塗 料 で 防 汚 処 理 し た 塩 化 ビ ニ ル 被
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覆 鋼 線 の 枠 材 と 樹 脂 製 ネ ッ ト で 構 成 し た 養 殖 用 棚 に 、 防 汚 処 理 し た シ ー ト 様 部 材 で 被 覆 し

た タ イ ラ ギ の 複 数 個 を 並 べ て 収 容 す れ ば よ い 。

　 ま た 、 ア ン ス ラ サ イ ト な ど の 基 質 を 貝 と と も に シ ー ト 内 に 収 納 す る と 、 貝 の 足 糸 が よ く

伸 長 し 安 定 し て 飼 育 で き る 点 で 好 ま し い 。 基 質 を 収 納 す る 際 、 防 汚 シ ー ト の 目 が 粗 い 場 合

は 、 目 の 細 か い 不 織 布 な ど で 囲 む よ う に す れ ば よ い 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 長 崎 産 人 工 種 苗 稚 貝 １ ５ 個 体 （ 平 均 殻 長 ６ ４ ｍ ｍ ） に つ い て 、 図 １ （ 図 ４ ） 、 図 ２ （ 図

５ ） に 示 す よ う に 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 製 不 織 布 を シ リ コ ン 系 塗 料 に ど ぶ 付 け し 天 日 で 24時

間 乾 燥 さ せ た 防 汚 シ ー ト （ 不 織 布 ） か ら 形 成 し た 袋 体 ３ (縦 １ ９ ｃ ｍ 横 ４ ５ ｃ ｍ ） 内 に 収

容 し 、 こ れ を 樹 脂 製 ネ ッ ト か ら な る 養 殖 用 棚 ２ に 収 納 し 、 ２ ２ ３ 日 間 長 崎 県 小 長 井 町 沖 水

深 2mに 垂 下 飼 育 し た 。 そ の 結 果 、 生 存 率 は ９ ０ ％ で あ り 、 平 均 殻 長 １ ２ ７ ｍ ｍ （ 最 大 殻 長

１ ４ ０ ｍ ｍ ） ま で 成 長 し た 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 長 崎 県 産 天 然 成 貝 ３ ０ 個 体 （ 平 均 殻 長 １ ９ ８ ｍ ｍ 、 平 均 貝 柱 重 量 １ ４ ． ８ ｇ ） に つ い て

、 図 ３ （ 図 ６ ） に 示 す よ う に 、 ト リ カ ル ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） を シ リ コ ン 系 塗 料 に ど ぶ 付 け

し 天 日 で 24時 間 乾 燥 さ せ た 防 汚 し た シ ー ト （ 不 織 布 ） か ら 形 成 し た 袋 体 ３ （ 縦 ２ ５ ｃ ｍ 横

３ １ ｃ ｍ ） 内 に 収 容 し 、 こ れ を 樹 脂 製 ネ ッ ト か ら な る 養 殖 用 棚 ２ に 収 納 し 、 １ ２ ３ 日 間 長

崎 県 小 長 井 町 沖 水 深 ２ mに 垂 下 飼 育 し た 。 そ の 結 果 、 平 均 殻 長 ２ ０ ０ ｍ ｍ 、 貝 柱 重 量 ２ ８

． ０ ｇ （ 最 大 ３ ９ ． ２ ｇ ） ま で 成 長 し た 。

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 熊 本 県 産 天 然 成 貝 ６ ０ 個 体 （ 平 均 殻 長 １ ７ ５ ｍ ｍ 、 平 均 貝 柱 重 量 ５ ． ９ ｇ ） に つ い て 、

ト リ カ ル ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） を シ リ コ ン 系 塗 料 に ど ぶ 付 け し 天 日 で ２ ４ 時 間 乾 燥 さ せ た 防

汚 し た シ ー ト （ 不 織 布 ） か ら 形 成 し た 袋 体 （ 縦 ２ ５ ｃ ｍ 横 ３ １ ｃ ｍ ） 内 に 収 容 し 、 こ れ を

樹 脂 製 ネ ッ ト か ら な る 養 殖 用 棚 に 収 納 し 、 ８ ４ 日 間 長 崎 県 小 長 井 町 沖 水 深 ２ ｍ に 垂 下 飼 育

し た 。 そ の 結 果 、 貝 柱 重 量 １ ３ ． ８ ｇ （ 最 大 １ ７ ． ９ ｇ ） ま で 成 長 し た 。

【 ０ ０ ２ １ 】

［ 比 較 例 １ ］

　 佐 賀 県 産 天 然 貝 １ １ ０ 個 体 に つ い て 、 小 長 井 漁 場 に て 防 汚 シ ー ト を 用 い ず に ４ 分 目 三 角

提 灯 カ ゴ で 垂 下 飼 育 し た 。 そ の 結 果 、 ６ ０ 個 体 が 斃 死 し 、 生 残 率 は ４ １ ％ で あ っ た 。 試 験

開 始 時 に 平 均 ６ ３ ｍ ｍ で あ っ た 殻 長 は 終 了 時 平 均 ６ ４ ｍ ｍ と 殆 ど 成 長 は 認 め ら れ な か っ た

。 こ の 間 の 垂 下 飼 育 期 間 は １ ４ ０ 日 で あ っ た 。 斃 死 の 原 因 は 藻 類 や フ ジ ツ ボ の 付 着 に よ る

も の で あ っ た 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

［ 比 較 例 ２ ］

　 長 崎 県 産 人 工 種 苗 稚 貝 ３ ０ 個 体 に つ い て 、 小 長 井 漁 場 に て ４ 分 目 三 角 提 灯 カ ゴ を 用 い て

垂 下 飼 育 し た 結 果 、 １ ６ 個 体 が 生 存 し 、 生 残 率 は ５ ３ ％ で あ っ た 。 試 験 開 始 時 、 平 均 殻 長

６ ３ ｍ ｍ で あ っ た が 、 試 験 終 了 時 ６ ４ ｍ ｍ と 殆 ど 成 長 は 認 め ら れ な か っ た 。 こ の 間 の 垂 下

飼 育 期 間 は １ ４ ０ 日 で あ っ た 。 斃 死 の 原 因 は 藻 類 や フ ジ ツ ボ の 付 着 に よ る も の で あ っ た 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 佐 賀 県 産 天 然 稚 貝 １ ２ ３ 個 体 と 長 崎 県 産 人 工 種 苗 稚 貝 ３ ０ 個 体 を １ １ 月 ３ ０ 日 か ら ４ 月

１ ９ 日 ま で 小 長 井 漁 場 に て ４ 分 目 三 角 提 灯 カ ゴ を 用 い て 垂 下 飼 育 し た 結 果 、 ６ ６ 個 体 が 生

存 し 、 生 残 率 は ５ ０ ％ で あ っ た 。 試 験 開 始 時 、 平 均 殻 長 ６ ３ ｍ ｍ で あ っ た が 、 試 験 終 了 時

６ ４ ｍ ｍ と 殆 ど 成 長 は 認 め ら れ な か っ た 。 こ の 間 の 垂 下 飼 育 期 間 は １ ４ ０ 日 で あ っ た 。 斃

死 の 原 因 は 藻 類 や フ ジ ツ ボ の 付 着 に よ る も の で あ っ た 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 従 来 の 垂 下 方 式 に よ る タ イ ラ ギ の 養 殖 方 法 で は 海 洋 性 生 物 の 付 着 に よ り 長 期 間 の 養 殖 が
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不 可 能 で 、 殻 体 の 成 長 が ほ と ん ど 期 待 で き な か っ た が 、 本 発 明 に よ れ ば 、 長 期 間 垂 下 養 殖

す る こ と が で き る の で 、 一 時 的 な 成 貝 の 短 期 養 殖 で は な く 、 稚 貝 か ら の 養 殖 が 可 能 に な っ

た 。

　 ま た 、 不 織 布 や ト リ カ ル ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） 等 の 透 水 性 を 持 っ た 多 孔 質 の シ ー ト 様 部 材

を 防 汚 し て 用 い る こ と で 、 砂 泥 な ど の 基 質 入 り 養 殖 か ご に 比 べ 、 一 吊 り 当 た り の 収 容 貝 数

に 優 れ る た め 、 経 済 性 が 大 き く 改 善 さ れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

【 図 １ 】 実 施 例 １ で 使 用 し た タ イ ラ ギ 稚 貝 の 育 成 用 防 汚 シ ー ト （ 不 織 布 使 用 ） 基 質 無 し

【 図 ２ 】 実 施 例 １ で 使 用 し た タ イ ラ ギ 稚 貝 の 育 成 用 防 汚 シ ー ト （ 不 織 布 使 用 ） 基 質 有

【 図 ３ 】 実 施 例 ２ で 使 用 し た タ イ ラ ギ 稚 貝 の 育 成 用 防 汚 シ ー ト （ ト リ カ ル ネ ッ ト （ 登 録 商

標 ） 使 用 ） 基 質 有

【 図 ４ 】 図 １ の 防 汚 シ ー ト （ 不 織 布 使 用 ） 基 質 無 し の 模 式 図

【 図 ５ 】 図 ２ の 防 汚 シ ー ト （ 不 織 布 使 用 ） 基 質 有 の 模 式 図

【 図 ６ 】 図 ３ の 防 汚 シ ー ト （ ト リ カ ル ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） 使 用 ） 基 質 有 の 模 式 図

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 　 １ ： タ イ ラ ギ

　 　 ２ ： 養 殖 用 棚

　 　 ３ ： 防 汚 シ ー ト か ら 形 成 し た 袋 体

　 　 ４ ： 基 質

　 　 ５ ： 足 糸

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 20
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 20
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【 図 ６ 】
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